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	主題名
	ひとりひとりを　たいせつに
	内容項目
	C 公正，公平，社会正義

	教材名
	のこぎり山の　大ぶつ
	出典
	小学道徳　ゆたかな心

	主題構成の理由
	だれもがもっている人の好き嫌いや，自分の都合での差別的な言動などの不合理に気づかせ，公的な場においては，だれに対しても公正・公平でありたいと感じさせるため。

	ねらい
	自分の好き嫌いにとらわれずに，人と接しようとする。
【理解，判断力】だれに対しても，公正・公平に接することの大切さが分かる。
【心情】一人ひとりを大切にする姿をいいなあと思う。
【実践意欲と態度】一人ひとりを大切にして，生活していきたいと思う。

	学習指導過程
	・仲よくするということについて話し合う。
・「のこぎり山の　大ぶつ」を読み，だれに対しても公正・公平に接することの大切さについて考える。
　★人との違いを受け入れ，励ましたり助け合ったりすることのよさを感じたか。

・授業で学んだことをまとめる。
　★自分も一人ひとりを大切にしたいと思うようになったか。

※★…「評価」につながる見取り

	他の教育活動との関連
	●道徳の授業
・「のこぎり山の　大ぶつ」を読み，だれに対しても公正・公平に接し，一人ひとりを大切にすることのよさについて考えさせる。
・『まなびの　あしあと』で振り返らせる。
●学級活動
・一人ひとりを大切にすることが大事なときや，「みんな仲よく」できて楽しかった経験について考えたことを発表させる。
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